
広報みやま　2024.9月号5 広報みやま　2024.9月号 4

シリーズ One Health問総合政策課 ワンヘルス総合推進室（℡88-9754）

ワンヘルス宣言！ ワンヘルスに取り組む市民の皆さまの声をご紹介します。
一緒にワンヘルスの輪を広げていきましょう！

みやまはワンヘルスのイベントが盛りだくさん
子どもから大人まで楽しく学んで、体験！

問総合政策課 公共交通政策係（℡64-1550）

市では、平成29年度からコミュニティバスを運行していますが、多くの課題があり、決して利便性が高いとはい
えない状況です。そこで、課題解決を図るため、公共交通体系見直しの一環として、予約制乗合タクシーの実証
実験を始めます。10年後も安心して移動することができる環境をつくるため、皆さまのご協力をお願いします。

10年後も安心して利用できる移動手段を

実証実験を始めます予約制乗合タクシー

1 公共交通を利用する上での不満上位6
（R4年度市民アンケートより）

ちょうどいい時間に発着するバスや電車が少ない

目的地の施設から駅やバス停が遠い

自宅に帰るときの公共交通の待ち時間が長い

悪天候や猛暑のなか屋外で待つのが厳しい

自宅からバス停までが遠い

駅やバス停に誰もいなくて不安（問い合わせ・防犯）
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予約制乗合タクシー 利用概要
※詳細は別紙のチラシをご覧ください。
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株式会社吉開のかまぼこ

林田 茉優さん

ワンヘルスを楽しく学ぶ市民講座「ワンヘルス楽校」が7月28日に開校しました。
第１回目は「ワンヘルスのまち、みやまのこれから」をテーマに、一般社団法人ワ
ン・ヘルス・クリエイツの芝田良倫さんによる講演や山門高校Oneヘルスクラブ
の生徒による活動発表が行われた後、両者が活動を始めたきっかけやワンヘル
スのまちづくりなどについて対談が行われました。
参加者からは「ワンヘルスの重要性が理解できた」「生徒たちの発表を聞いて、
みやまの将来は明るいと思った」などの声がありました。
8月18日に行われた第２回目は、「畑からありがとう～子どもたちの未来に繋ぐ、
畑から始まる命の循環～」と題して講演が行われました。講師の吉田さんは「菌
が死んだ物を分解して、新たな命に変えている。元気な土で育った野菜は人間
も元気にしてくれる。人と地球はひとつ」と野菜づくりから見たワンヘルスについ
て話されました（関連３㌻）。
第3回目は9月8日、「資源が循環するまち、みやま」「食品ロスから循環を考える」
をテーマに、まいピア高田で開催します。
各講座の様子や生徒たちの感想はホームページにも掲載しています。

「ワンヘルス楽校」開校

ワンヘルスフェスティバル開催

▶場所 MIYAMAX
▶内容 識者による基調講演

ワンヘルス体験教室
ワンヘルス宣言事業者によるマルシェ

10月5日㈯▶日程

※詳細は市ホームページやSNSでお知らせします。 ▲ワンヘルスフォーラム2023

▲市HP ▲市SNS

2 コミュニティバスの現状と課題
（R5年度市コミバス運行見直し支援業務報告書より）

▶年間約36,000人が利用しているが、一日の平均利用者数が1人以下のバ
ス停が8割を占め、空き便率が70％近い路線がある。

▶バス停は168か所と多いが、自宅から最寄りのバス停まで300m以上にな
る人も多い。
▶目的地は限られているが、バス停の数が多いため、到着まで時間がかかる。

山川
高田 10月1日～10月31日

▶自宅から市内の目的地までを運行します

▶予約に合わせた時間とルートで柔軟に運行します

▶乗り合いが前提です。時間がかかる場合がありま
すので、時間に余裕をもって利用ください

▶利用には電話またはアプリによる予約が必須です

※期間中、コミュニティバスは平常通り運行します。

瀬高 1111月月11日日～11～11月月3030日日

実証実験は山川・高田地区、瀬高地区で期間を分けて実施します。
チラシと併せて配布された「事前登録申請書」を事前に提出いただくと、初回利用がスムーズです。


